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   減反政策によりダイズ作付農家が増え、同時にエダマメも作られるようになったことから、エ
ダマメ作りは始まった。出荷先としては主に東京大阪の大都市部である。 










































  エダマメについて、まず、栽培面積を増やしていくと同時に機械化による収穫ロスを減らし 
ていく必要がある。枝豆部会の取り組みとして盛況であった消費者参加型収穫体験イベントは今 
後も続けていくべきだが、毎年イベント内での新しい企画を行う必要があるのではないかと考え 
る。また、たくさんの種類のエダマメのスイーツがあるが、どこで売っているのかがわかりにく 
かったのでそれをもっと明確に分かりやすくすべきである。加えて、直売所などでいろんな種類
のスイーツをまとめて販売するなどといった販売面にもう少し工夫を加えるべきである。スイー
ツの品質を上げ、県外でももっと販売するべきであると考える。 
 ニンニクについて、田子町やガーリックセンターの取り組みから、特定品目の消費量増加を促
すためにはご当地の生産物を表す適切なイメージキャラクターやその生産物の加工品、専門店づ
くりが必要となる。この方法は特定のものを全面的に PR できるため消費者の記憶に残り、注目さ
れやすい。メディアに取り上げられる可能性が高くなることが挙げられる。 
 
4.総括-ニーズ調査による消費拡大方法の考案- 
ニンニクはニンニクそのものよりも加工品にすることで、消費者に食べてもらいやすくなるこ
とがわかった。加工品、料理、おみやげなどすべてをそろえる専門店がある田子町のような取り
組みは他の産地でも参考になると考える。 
エダマメは田子町ガーリックセンターのような専門店を作ったり、エダマメを使った商品のお
店めぐりが出来る企画、エダマメ製品がすべてそろうセンター的な売り場を作るなど、お客様に
明確な情報発信を行い、エダマメの街づくりにもっと力を入れて街全体でエダマメを売り出して
こそ、「えだまめのまち ○○」といえると考える。 
 
